
環境中ウイルスの増加が懸念される養鶏集中地域では、各農場における防疫対策の強化に加え、
発⽣状況や地域の実情に応じて、地域的なウイルス拡散リスク低減対策を実施

発⽣農場の防疫措置における拡散防⽌対策

周辺農場における対策強化

周辺地域における対策

○塵埃の発⽣防⽌対策（鶏舎の排気⼝対策、作業エリアや農場敷地内の逆性⽯鹸による頻回噴霧消毒）
○防疫作業におけるウイルス⾶散防⽌（殺処分した死体の鶏舎内での袋詰め等）
○野⽣動物による拡散防⽌（粘着シート、壁等の隙間の⽬張り、防⿃ネット設置等）
○発⽣農場への出⼊り管理（⾞両消毒の徹底、防疫作業関係⾞両のルート調整等）

○農場内外における頻回消毒
○カラス等野⽣動物の誘引防⽌対策（鶏舎・堆肥場への防⿃ネット設置・破損の修繕、死⿃や廃棄卵の
適切処理、こぼれ餌の清掃等）

○ねずみ等対策の強化（粘着シート、捕獲器等）
○地域の⾵向きや気象も考慮した⼊気対策、塵埃対策（フィルター、不織布シート、噴霧装置）
○出⼊りする⾞両の動線調整（不要不急の通⾏の回避、周辺地域の迂回の検討）
○従業員だけでなく事業者も含めた例外なき⼊場者の衛⽣対策（⾐服・⻑靴交換、⼿指消毒等の徹底）

○発⽣地域へ出⼊りする⾞両の消毒強化（タイヤ溝も徹底。消毒ポイントの追加）
○畜産関係⾞両が多く通⾏するルートの路⾯消毒
○共通施設での交差汚染防⽌
その他の地域も含む共通対策
○異状の早期発⾒、早期通報の徹底（怪しいと思ったらすぐ通報）
○飼養衛⽣管理の再徹底、再点検
○鶏の飼養管理ミスをしない（餌・⽔切れ等）

養鶏場の集中地域におけるHPAIまん延防⽌対策強化のポイント


